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黒田清輝、久米桂一郎宛
　
藤島武二書簡（三）
　
凡
　
例
　
以下に、黒田清輝、久米桂一郎宛藤島武二書簡を翻刻する。翻刻および解題は児
島薫
（実践女子大学教授）
が担当した。翻刻にあたっては以下の点を配慮した。
一、所蔵の明記のない書簡はいずれも東京文化財研究所の所蔵である。二、本文の行取り、文字は原則原文通りとし、影印版と照合できるように配慮した。三、文中には適宜、読点
（、 ）
を加えた。
四、誤字・宛字・衍字がある場合も、原文のまま た。五、踊り字は、平仮名はゝで、片仮名 丶で、漢字は々で示した。六、抹消・訂正の文字がある場合 文字が判明するものについては本文にそ 文字
を記し、左傍に〃を付した。
七、書簡の紙継ぎ部は影印版の下縁に△をもって示した。
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明治三十一年七月四日付封書
（縦二十四・三㎝、横三十二・二㎝）
モデルの件、早速先方ニ掛合ひ置候處今朝別紙の返信参り候間御回ハし申上候雇入約定之義ハ食費之外別ニ一ケ月拾円支給之旨 含め置候。御始の期日決定次第御通知被下候ハゞ直様可取斗申候最も今週末迄ハ學校でやる事ならんと存候尚彼等の中間ハ平気で勝手を働く場合無之しとも難保候間雇入之上ハ万事御注意奉願候　　
七月四日
　　
武二拝
　　
清輝大兄
相州逗子養神亭黒田清輝殿　　　　
侍史
　
東京本郷西片町
　
十番地
　
〆
　　　　
藤島武二
　　
七月四日
封筒（縦十九・二㎝、横七・一㎝）（表）（裏）
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（（．藤島武二黒田清輝宛書簡
（明治三十一年七月四日）
　
藤島が明治三十年四月十五日に黒田清輝に宛てた葉書
（手紙番号
（（番
）
には、黒
田が《智・感・情》の制作中にモデルとして雇った小川への支払いに関するやりとりが記されている。文面から、黒田がモデル料を美術学校に請求して たこと、黒田、モデル、美術学校の事務方との連絡はすべて藤島が仲介していた様子が明らかになった。　
今回の手紙でも、藤島は黒田に頼まれてモデルを雇う段取りをおこなっている。
食費の他 一ヶ月十円支給するという条件で雇うことで先方に了承させていること、黒田から開始日の連絡 あり次第、藤島がモデルを派遣させる手配することを連絡している。 「中間」とあるように、モデル派遣の仲介者 おり、 はその人物が黒田に勝手な請求をしないよう 黒田にも雇い入れ 条件 伝えて注意 促している。また用心のため モデル本人に直接条件を確認していた様子もうかがわれる。三重時代の手紙ではしばしば自分のことを「ぐずぐずしている」といった表現で語っていたが、この葉書からは、藤島 てきぱきとした仕事ぶりが伝わる。　「今週末迄ハ學校でやる事ならんと存候」という言葉からは、モデルは現在学校で働いている人物で、今回は黒田がそ 後に自分でモデルを雇うという話 よ である。学校騒動が終わって教授となってから、黒 の生活ぶりにも余裕が増 たであろう　この手紙の「モデル」が誰で、何の制作のためかは、この時期の黒田の日記が欠
落しているため不明である。黒田はこの後、八月に 日光 滞在し 《昔語 》を完成させることに専念することになるが
）（
（
、一ヶ月モデルを雇う様子からは、夏休み
に集中して制作をおこなう計画だったこと わかる。　
なお、書面左下の数字は後世の別人の書きこみと見られる。
（
（）　
「蹄の痕（六） 」 『黒田清輝著述集』東京文化財研究所編、発行、二〇〇七年、二
九〇
二九四頁。
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恭賀新年　　
丗二年一月元旦
　　　
東京本郷西片町
　　
一〇
　　　
藤島武二
麹町平川町六丁目　　　
黒田清輝様
明治三十二年一月一日付葉書
（縦十四・〇㎝、横八・九㎝）
（裏）（表）
（0．藤島武二黒田清輝宛葉書
（明治三十二年一月一日）
　
年賀状。
　
なお、白馬会展の目録に記載された藤島の住所は、 「本郷區西片町十番地
にノ二二號」であり、こちらが正確なものであろう。
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先月廿七日ニ當所ニ参り候得共、毎日之降雨ニ而大ニ閉口仕居候、學校始業前迠ハ止まりてよりを待たうかと存候相州三浦郡北下浦
　
小林源四郎方
東京市
　
麹町區平河
　
町六丁目
　
黒田清輝様
　　
九月一日
　
武二拝
明治三十二年九月一日付葉書
（縦十四・〇㎝、横八・九㎝）
（裏）（表）
（（．藤島武二黒田清輝宛葉書
（明治三十二年九月一日）
　
相州三浦郡北下浦は現在の横須賀市にあたる。この頃の白馬会会員たちは
黒田に倣って、こぞって海浜風景に取り組んでいた。下浦には七月から白瀧幾之助と小林萬吾が先に滞在していた
）（
（
。白瀧によれば、ここは「三崎より三
里手前で浦賀より二里先だ」という場所で安く部屋を借りることができた。小林は農家の座敷を借りて二ヶ月、白瀧は八月末まで別のところに滞在、磯谷こと長尾と息子の一平などもやってきて賑やかだったという。藤島は白瀧が帰る頃に訪れている。この手紙では、雨にたたられ、思うように制作がかどらず、帰京を延期す ことを黒田に伝え る。　
一同、おそらく白馬会への出品画を制作していたのであろう。この年の四
回白馬会展の出品目録によれば、藤島は十四点の油彩画を出品しており、題名から判断する限り、いずれもおそらく風景画であったと推測される。そのうち特に《浜辺》 、 《雨》などの作品はここで制作され 可能性を思わせる。白瀧は「藤島君も可なり大きい物がある」と記しているが、現在の ころ、藤島の現存作品からこの時に制作した作品を特定する とはできない。（
（）　「蹄の痕（九）○東京白瀧幾之助より伯林和田英作宛（明治三十二年十月九日） 」 『黒田清輝著述集』東京文化財研究所編、発行、二〇〇七年、四二八四三〇頁。
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（（．黒田清輝宛藤島武二書簡
（明治三十五年一月九日）
　
黒田の二度目の滞欧中の中断を経て、黒田が帰国すると再び藤島
から黒田に宛てた書簡を確認することができる。藤島は明治三十一年四月に学校騒動を避けて蒲郡健碧館に滞在したが、その後も定宿としたの 、 この書簡も健碧館からの発信である
）（
（
。文中の 「小林」 は、
次の一月十五日付けの手紙の文面から小林萬吾のことであり 年越しには一緒に滞在していたが藤島より先に帰京した わか岡田三郎助は 二日にフランス留学から帰国し
）（
（
、 「中丸」と記さ
れている中丸精十郎（ 代）も同じくフランス留学から帰国したところであった。　「小学画手本」は、本田錦吉郎著『小学画手本』
（一八八六年 榎
本徹之助出版）
、または浅井忠『修正新案小学画手本
　
高等科
）（
（
』（一
八九六年、金港堂
のことであろうか。藤島に対して黒田から「小
学画手本」を持っていな か、持っていれば見たいというような問い合わせがあり この書簡はそれに対する返事として書かれたものであったこと わかる。黒田がそれを必要とした理由は 一月 文部省に設けられた「普通教育に於ける図画取調委員会」 委員に任命されたからであっ と考えられる。 こ は正木直彦の主導により、普通教育における図画教育を見直し、新たに様々な目標をかかげ、そうした指導を行え 員を養成しようというものであった
）（
（
。
黒田の日記では、二月三日に文部省で「図画取調」についての会議が始まって出席しており、おそ くその準備のために黒田は既存教科書を調査していたのではないだろうか。　「文庫（雑誌）の表紙画」とは明治二十八年に創刊され四十三年まで発行された雑誌のことであり 少年園
（後に内外出版協会）
か
ら出版された
）（
（
。藤島は明治三十一年一月一日臨時増刊号から、それ
までの一條成美に代わって表紙絵を担当した。手紙で「鼻 穴と小鼻を朱書きで直してやつたのを石版屋の方で朱書きの通りに誤写し
（
（）
七日附の御手紙難有拝見しました」此間から手紙を出そうと思ひながら遂御無沙汰ニ過しましたが小林が行たら當方年越しの摸様ハ御聞き取り被下候ことゝ存じます」岡田中丸の帰朝早く逢つて見たいと思ひます」學校の休みハ私に取りても至極結構」小學畫手本ハ私の宅ニありました早速御届け申す様ニ申送りて置ましたから左様御含み被下度し」二十五号の景色ハやり掛け見ましたが存外六つかしくて到底物ニハなるまいと思いますが毎日せつせと勉強 て居る丈がいくらか気休めに成り す」文庫（雑誌）の表紙畫、
本々まづい處ニ鼻の穴
と小鼻を朱書きで直してやつ のを石版屋の方で朱書きの通りに誤写したので一層めちや〳〵 相 候
明治三十五年一月九日付封書
（縦二十四・八㎝、横三十四・五㎝）
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た」とあるが、臨時増刊号と次の一月十五日号以後の表紙と比較すると、後の方が鼻の穴と小鼻の部分がややすっきりしているので、この部分に藤島の訂正があったと思われる
（挿図
（、
（）。また、長
原との間に喧嘩をけしかけるような記事を書いているという部分に相当する は「文学界
　
美術界
　
大小柱暦
　
善玉
　
悪玉
　
合作」と
いう文芸界、美術界など 人物を列挙して批評するような欄のことである。 「 （三）長原止水」の項目では、どちらも東京美術学校の教員であり、 「出版の事にたづさはる」当代 洋画家 いう点から長原止水
（孝太郎）
を藤島と比較して、 「武二は真面目にして、止水
はヤリッぱなしなり、武二は主導的なれ も、止水は受動的なり、後者の技遠く前者に及ばざるコト、一昨年の白馬會廣告と昨秋のを比較しても知るべし」といったように藤島を持ち上げる傍ら長原を酷評し、 「一段の精進を要す」と締めくく 。藤島 項目もあり、そこでは「明星は一條成美よりぐ りと舞台一轉しまして、藤島武二のものとなりたり、鐵幹が一條 追出したのやら、或は世上 鑑識が藤島を要したのかなるべし」 、 「藤島より言へば明星 手習草紙なり、その手習草紙 甘んじ 買ふ人は澤山あるのなり」などと記してお 確かに、長原や与謝野鉄幹が気を悪くす であろ 文面であり、喧嘩をし けるようなものであった。　
文末では新年早々息子が生まれたことも伝えている。藤島は明治
三十二年に町田タカ子
（高子）
と結婚している。同年十月九日付け
の手紙で白瀧幾之助はベルリン 和田英作に宛てた手紙 中島君が妻君を迎へた
　
仲は無論睦ましい」と書き送っている
）（
（
。そし
て年始の藤島の留守中に長男幸一が誕生したものの、絵を仕上げまでは戻らない覚悟 告げている。（
（）　
こ
の書簡は田中善明氏によって影印とともに紹介されている 、
今回一部の表記を改めて翻刻した。 『藤島武二・岡田三郎助展』図録、そごう美術館、三重県立美術館、ひろしま美術館、二〇一一年、
（
（）
同誌の記事中に長原
の〝
と私の
事ニ就きくだらぬ事を書いたニハ閉口しました
雜誌の上で善
く云ハるゝも悪 いはるゝも何んでも無いこと
□〝
ですが喧くわを
けし掛ける様な書き振りにハ少々恐れ入りました
〝
た」
私の畫も今三四日 掛りそうです其上ならでハ帰れまいと思ひます内でハ新年早々餓鬼が飛び出すと云ふさハぎですが
　
をやぢが因果な
商売と來て居るから仕方がありません」当方 書き度い處ハ くらもありますが冬期ハ風が強い處とかで毎日ピユー〳〵やられるニ閉口です」餘ハ拝眉之上に・・・　　
清輝様
　　　　　　
武二拝
一月九日夜
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東京市麹町區　
平河町六丁目十四
　　
黒田清輝様
　　　 　
御侍史
　　
三河蒲郡健碧館
　
〆
　　
　
藤島武二
　　
一月九日夜
封筒（縦十九・〇㎝、横七・五㎝）（表）（裏）
一五三頁。
（
（）　
松本誠一編
「岡田三郎助年表」 『岡田三郎助』展図録、 佐賀県立美術館、 二〇一四年。
（
（）　
一九〇〇年の修正三版は広島大学図書館教科書コレクションに所蔵されている。
（
（）　
金
子一夫『近代日本美術教育の研究』中央公論美術出版、一九九二年、三一五
三二三頁。
（
（）　
今回は不二出版からの復刻版、十九巻三号（二〇〇六年）を調査した。
（
（）　「蹄の痕
（九） ○東京白瀧幾之助より伯林和田英作宛 （明治三十二年十月九日） 」 『黒
田清輝著述集』東京文化財研究所編、発行、二〇〇七年、四二九頁。
挿図１　『文庫』明治三十一年一月一日
臨時増刊号表紙
挿図 （　同、一月十五日号表紙
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明治三十五年一月十五日付封書
（縦二十四・八㎝、横三十四・四㎝
　
五枚）
（
（）
晝の幕餘りに短かくて夜の幕が馬鹿に長いのに退屈して我師の君に要なき手紙さへ書かバやと思ひ立ち候。扨萬吾ニ置き去りにされてからと云ふも ハ寂さ加減も一入ニて其翌日ハ何だか張合ひ抜けが
　　
した様で頻りに帰りたい様な氣がしたお負けに學校も始まる、金ハ乏しくなる、内からハ餓鬼が飛出したから早く帰れと云つて来る、畫ハ埒
ラチ
が
あかんと來て居る。が
　
帰る位ならバ萬吾と一所に
帰つて居る、居遺つた上からハ、儘よ、どうでもなるだろう、手こずるまでも遣れる迠や 見 べしと斯く度胸をすへてやり掛けて見ると存外六ヶしくて到底纏まりそうも無いお負けに場所ハ道が二里餘りも行つて山一ツ越さねバならぬ處だ 汽車に依れバ御油迠遣 過ぎて一里餘り亦後へ戻らねバならぬ是でさへ難儀な處に毎日風が強くて幾度かトアルを吹き飛バし 手ハ凍へる、時々雪さへちら〳〵とやつて来
　
ちよつと此の處
骨だ、始の中ハ「寒いのに御苦労さ で御座 す」とあいさつし 過き居つた百姓もしまいにハ「復始まつたな」と嘲ける如くに云ひ放
　
今更の如く
お気が付かれて馬鹿〳〵しい様な気持がする、是で画が甘まく運べバ無論どんな事で 凌ぎ甲斐がある 云ふもんだが不相変例之通りの
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（
（）
手際でハ実際阿呆らしいに極まつて居る「世を捨てし身ハなきものと思へども雪のふる日ハ寒くこそあれ」と口ずさみながら終日野酒しの姿と来てハ餘り氣のきいたざまにあらず、今ハやぶれかぶれ、只こねくり廻ハ て居る許ニ御座候。話しハ変つてトンネル抜けの一段に取り掛ります。さてハ少々正氣の
汰とも覺へぬ事よ、此處から
通ふに縣道 あ も馬鹿に廻り遠□
〝
いので
其方ハ行がずにトンネルの上なる小山を一つ蹈み越へるのが例になつて居ましたが少々面倒□
〝
くさくなつて来たので不図トンネルを 様かと考へた、否待
　
しバしと
　
ためらハさしたのハ四五年
前の記臆であ 、然かも此處を通ふ
車中で
同乘者中 つ強 る鑛夫とも見へし男がトンネルを抜けた話しをし 事を想ひ出したからである、最もこんな短かい のでハ無かつ に相違ない。 「恰もくゞつて居る際中 汽車がや て來やがつたので百年目トンネルの側
〝
壁にひたと
身を寄せたが進行の速力ハ恐ろしい力で吸ひ寄せる〳〵引かれじと
　
もがけど
　
トンネルの壁ハ
此通りであるからつかまへる のとてハ素より無し今に天地も崩れ来
〝〝
らんかと思ふ許りに
轟き渡りて跡ハ烟にくるんで過ぎ去つ□
〝
た
□〝
フナ〳〵の腰ヒョロ〳〵の足を蹈み占め〳〵漸く
トンネルを出てほつと呼
イキ
吸をついた時ニハ
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生き帰
〝
返つた様な心持ちがしたが此僅かな
間ニしてハ怪しき迠に疲労を覺へた、あんなこわい思ひをした事ハなかつた、此事ハ孫子の代まで云ひ遺して戒とする積りだ」と話したを思ひ出したが彼奴も智惠の い野郎だなぜ其時横に寢なかつたか 思つて居 が道理こそあれ入口まで行つて見ると当 前の
車道とハ違つて狹くなつて居てとても
寢る處の餘地ハない危ない事ハよすべい〳〵と行き掛けにハ復山を越へ 。帰り掛けにトンネルの入口に差し掛ると向ふの入口が明かく見へる、通過の時刻ハ分らぬが何に程の事もあるまじ思慮もくそも何の要ぞ運だめしだやつヽけろと
　
かけ込んだ、最早斯ふなつてハ
仕〝〝〝
□□仕方がない、だが、かけ得る丈ハかける
に如かずと
　
ヲチ二々々々の掛け声高く全速
力でやつて見たが長くて一丁目
〝
許ならんと
豫想したトンネルハ存外長い
　
中央に近つくに
従つて水ハ滴り落ち暗黒 度も次第ニ加ハり來り今ハレールさへ 分けぬ迠になり足もしどろに只無我
〝
茶苦茶ニ走つた、次第ニ
暗〝
くらやみの退き行くハ出口の近かづくを知ら
しめ先ず安心ぞとかけて〳〵漸く出口を抜け出で直ニ堤 かけ上りて其儘ぶつ倒れた
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（
（）
暫く其處で疲労
〝
れの呼吸を吐きながして
居ると向からポツポと烟を立てゝ遣つて御座つたのハ□
〝
例の先生□
〝
であつた。今少しまご〳〵して
居□
〝
よふもんなら愈々お目出度く出來
上つちまうんだつたが運命未だ昼
〝
盡きず
有り難たい事ニハこうやつてぴん〳〵して居る譯だ、考へて見れバ馬鹿〳〵しい様な事だが遣つて見る 是れでも命掛けの仕事だ、もうこんな危な かしい間抜け 經験ハこり〴〵だ
〝
したので以來願ひ下げる 極め 、後で驛の掛りの者に聞いたら此トンネル 二丁半あるとの事、僕ハかけ足ハ最も得意でない方 が命掛けと來てハなか〳〵早かつた、 （此處鳥渡文句入） 「観し去り観し來れバ利害得失何のその、一寸先ハ善か魔か譯の分らぬ此一生、画が甘ひのまづ のハ言ハずもが
〝〝
な
がな、名譽、勢力 金、女、どつちにころがつた處で
　
くたばる迠の寢言哉」
と斯うすましこんで見た處が寒ひ日寒くて命が惜しけれバこ 無我無
〝
夢中
ニかけもする
　
矢つ張り
　
甘ひ物喰つて寢
て居たいや。話し 少々大層過ぎた退屈の餘りに斯んなくだらぬ事まで
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書き付ける次第な
〝〝
りに御座候
　　　　
腰折
　
二首
　
山の葉に入りし日の光
　
箱に秘めて
　　　
画師帰る野路
　
月草咲けり
　
海原ハ造化の神の
　
パレツトか
　　　
夕に色を置く
　
頻なり
　
一月十五日
　
夜
　　　
武二拝
　
清輝先醒
　　
小生も二三日中ニハ必
〝〝
ず愈々引上る積□
〝
に
　　
御座候
（（．藤島武二黒田清輝宛書簡
（明治三十五年一月十五日）
　
九日付けの前便に続き、滞在先の蒲郡健碧館から発信している
）（
（
。小林萬吾と一緒
に来たが小林は一足先に帰京してしまい、藤島は一人の無聊を長い手紙を書くことで慰めている。蒲郡は海辺の風光明媚な場所であるが、文面から藤島は二里以上離れた山一つ越えた場所まで通って写生 いる。御
ごゆ
油は東海道五十三次の宿場の一
つで、現在の豊川市に位置するが、藤島の記している 油駅は現在の東海道本線愛知御
みと
津駅のことであり、山を越えて二里以上という距離をそのまま信じれば、約八
キロの道を藤島は砥神山を越えて北側の御堂山の方まで上って三河湾を見渡す眺望を描こうとしたので ないだろうか。そうであれば、毎日往復し 真冬の風の吹きさらしのなかで凍えながらスケッチをするの 、大変な労力であ しかも「トア
ル」
（
toile ）、すなわち画布に描いたということから、水彩ではなく油彩でスケッチ
をしていたようである。前の手紙で「二十五号の景色」をやりかけていると述べており、現場までこれを運んでいたのだろうか。　
文中に「画が甘ひのまづいの」という表現があるが、黒田清輝が明治三十一年六
月二十四日に《樹蔭》を制作中に久米に送った文面にも「今日から始めた
Sujet
は
田舎娘が草原にねこんろでぐみの實をちぎつて居る處だ甘くかければいゝが
）（
（
」と記
しており、他にもこう た用例が られ ことから、彼らが「巧い」の意味で「甘い」の字を用いていたと思われる。　
文末に二首の歌を記し、 「腰折」と謙遜して る。 「山の葉に入りし日の光
　
箱に
秘めて
　
画師帰る野路
　
月草咲けり」は、昼間の写生道具を絵の具箱にしまい、写
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九九
東京市麹町區平河町六丁目十四番地　黒田清輝様
　　　　　
御侍史
　　
三河蒲郡健碧
〆
　
館
　　　
藤島武二
　　
一月十五日
封筒（縦十八・七㎝、横七・四㎝）（表）（裏）
生地から宿に戻る道中、山の向こうに沈む夕陽を眺めながら充実感にひたる思いが伝わる。 「月草」は一般には露草を表すため、福寿草
（元日草、朔日草）
の誤りか、
あるいは固有の草の名前ではなく月 光のもとに咲く花という意味で用いたのかもしれない。もう一首の「海原ハ造化の神
　
パレツトか
　
夕に色を置く
　
頻なり」
もまた画家らしい歌であり、鮮やかな夕映えに彩られている海原を見渡す、晴れやかな気持ちが伝わる。 「頻りに色を置く」という表現には、刻々と変化する情景を油彩のタッチに置き換えて見つめている藤島の瑞々しい感興が表されている。この歌からも、藤島が描こうとし いた風景が、三河湾 海であった 思わ る。　
藤島は昭和三
（一九二八）
年に皇太后からの昭和天皇の御即位の御祝品として油
絵制作の下命を受け、日の出を描くことと決め 各地を旅して日の出 写生をおこなった。また昭和六
（一九三一）
年には宮中花蔭亭の壁画として潮岬を描いた。こ
の過程で潮岬だけでなく屋島など高所か 見下ろす海景を数多く試みたが、明治期のこ 頃にそうした海景画
（二十五号）
に取り組んだことになる。大きさから、展
覧会への出品画と思われるが、時期的に白馬会には早すぎるため、三月から大阪開かれる第五回内国勧業博覧会のため 制作であったのかもしれない。しかし出品リストには藤島 作 は見られないため、完成できなかったのであろうか　
この手紙については「読む人を楽しませる軽妙な文体が藤島の別の才能を見せて
くれている
）（
（
」との指摘がなされている通り、制作に熱意を燃やす画家の姿を生き生
きと伝える文章である。（
（）　
こ
の書簡も田中善明氏が『藤島武二・岡田三郎助展』図録、そごう美術館、三重
県立美術館、ひろしま美術館、二〇一一年、一五四頁において影印と翻刻を紹介している。これを元にしつつ、一部の表記を改めて翻刻した。
（
（）　「蹄の痕
（五） ○逗子黒田より東京久米宛」 『黒田清輝著述集』 東京文化財研究所編、
発行、二〇〇七年、二八八頁。
（
（）　
田中善明「書簡」解説、前掲『藤島武二・岡田三郎助展』図録、一五四頁。
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明治三十五年八月三日付封書
（縦十九・四㎝、横九十九・五㎝）
拝啓過日ハ参上御邪魔失敬仕候頃日の空摸様御旅行も不叶定而御困りの事と奉察候扨本日新聞紙所載留學生の發表甚だ不思議なる現象餘〝〝〝〝〝
りニ□□白眼先
生の仕打持
〝
餘りニ
（（．藤島武二黒田清輝宛書簡
（明治三十五年八月三日）
　
藤島が文部省の官費留学候補生であるつもりであったにもかかわらず、新聞紙上
で別の人物が留学することを知り、驚きと怒りを黒田にぶつけた手紙である。　「本日新聞紙所載留学生の發表甚だ不思議なる現象」と記しており、手紙が書かれた八月三日に留学生の発表があったことになる。　封筒の消印が不鮮明であるため、この手紙が何年に書かれたものかは推察するほ
かないが、明治三十五年八月三日の『読売新聞』 『朝日新聞』に、文部省が翌年の官費留学生を発表した記事が掲載されている。 『読売新聞』は「西洋画 一人の簡派者無きハ大に遺憾とする
）（
（
」と述べ、史学科から三名を派遣することを快挙として
いる。 『朝日新聞』は「文部省留学生
　
左の三十三名に命ぜらる」と一覧で氏名を
掲載しており、 東京美術学校からは「画学
（二年）
英
　
下村晴三郎」と「鋳金術
（三
年）
佛、米
　
桜岡三四郎」の名があり、絵画では下村観山が官費留学としてヨーロ
ッパに派遣されることになったことを確認できる。　
東京美術学校からの官費留学生としては、西洋画では岡田三郎助が最初に派遣さ
れており、次いで和田英作、浅井忠が留学した。洋画家の序列では、次は藤島になるところだが ここ 日本画から初めて教授の下村観山が派遣されることになことは、予想外のことであったであろう。次は自分の番と期待していた あろう藤島にとっては、大きな衝撃 はずである。こうし 状況から、この書簡は明治三十五年のものと考えられる。　
藤島が、恨めしく「白眼先生」と記した人物は、 「責任 言ふ文字」を用いて藤
島に留学を約束してくれていたのだった しかし別の人物に変更されてい ことを突然新聞発表によって知った藤島の怒りは大きかった 「猿の藝当」 攻撃しつつ真面目に受け取った自分が悪かったと自嘲的に記して　「白眼先生」が官費留学生を決定する力を持つ人物であると考えるならば、校長の正木直彦であった可能性が高い。 「日本美術院の有力メンバー る観山が選ばれた は正木校長の政治的配慮によるも と思われる
）（
（
」という分析もおこなわれて
いる。とはいえ、洋画家ではなく観山を派遣するにあ って 、正木 ら黒田清輝
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一〇一
平なる氣持も不被致候猿の藝当此頃の見物かと奉存候責任と云ふ文字も当分餘りニ眞面目ニ解釋し過してハ往々馬鹿を見る□
〝
事不尠
以後ハ餘程考物と奉存候さりながら世ハ斯くて社面白味ありと
〝
と
さがしき人の教とならバ
には一言伝えていたはずであろう。藤島もそれを察しており、黒田に裏切られた思いを持って、このような手紙を送ったのであろう。黒田は封筒を縦に大きく引き裂いて開封しており、当時の緊迫した様子が伝わるよ である。藤島は怒りを伝えつつも最後は「いつまでも子供の武二」と記して黒田に甘えるように矛 収めている。（
（）　「文部省の留学生に就て」 『読売新聞』明治三十五年八月三日朝刊一頁。
（
（）　『東京芸術大学百年史
　
東京美術学校篇
　
第二巻』ぎょうせい、一九九二年、一
八七頁。
△
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如何様ニもをとなしく可致候儘御安心可被下候徒然なるまゝに下らぬ愚痴を書連ね申上候　　　　　　
匆々
　　
八月三日
　　
いつまでも
　　　
小供の武二
　
清輝賢兄
麹町區平川町六丁　
十四番地
　
黒田清輝様
　　　
仰親折
　　　　
本郷西片町十番地
　
〆
　　　　
藤島武二
　　　
八月三日
封筒（縦十九・四㎝、横七・三㎝）（表）（裏）
△
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一〇三
（（．天草神来藤島武二宛葉書
（明治三十六年九月五日）
　　
藤島武二久米桂一郎宛書簡
（明治三十六年九月七日）
　　
久米桂一郎黒田清輝宛書簡
（明治三十六年九月七日）
　
まず天草神来が藤島宛てに自分の知る人物を白馬会会期中の事務員
として雇ってほしいという葉書を送り、それに藤島が添え状を書いて久米に送り、さらにそれをそっくり同封して久米が手紙を てまた黒田に送ったものである。文体、内容から藤島と 、黒田の三者の人間関係が伝わってくる。　
天草神来
（友雄） （一八七二

一九一七）
は日本画家で、明治三十二
年より東京美術学校の助教授であったが、明治三十四年に正木直彦が校長に就任すると正木 改革に乗り出し、 「無能の助教授」を排するという人事に着手したために九月十三日より休職 なり、後退官いる
）（
（
。藤島が久米に書いている通り、岡倉校長時代の教員であり、藤
島は少し親交があったのであろう。　
これを受けて久米は黒田に事務員の雇いの相談をしている。久米は
明治美術会時代にも展覧会の運営、画集の刊行といった事務をよくこなしていたが、この手紙からも的確に仕事を処理して る様子をうかがえる。手紙からは久米が事務員の配置、画集の編纂、日程ま ほぼ決定して進め おり、黒田には名目上トップと て 指示を出させている様子であ　
白馬会では展覧会の写真入りの画集として、三回展の『洋画新彩』
（画報社）
、七回展の『白馬會画集』
（株式会社普及舎）
を発行していた。
これらの編集を白馬会でおこなってみて費用も手間も大変であっ ところに、今回の八回展に際しては「小原」が出版を持ちかけてきたので、久米は小原に依頼することにし、会場での写真撮影には自分が立ち会って収録する作品 選抜をおこなうところまで決めて黒田の了解を求めている。
拝啓残暑難陵候處益々御清適奉賀候其後御消息如何小生も多忙の為失礼仕候
　
陳ハ例
年御開会ノ白馬会本月中旬頃ヨリ御開会ノ由就テハ事務員トシテ之レ諸 へ雇罷候御同縣人中島某卜申者御雇被下間敷哉事務中々出來申候人物ハ□
〝
小生保証致し候
右願用迠至急御依頼申上候　　
本郷区駒込曙町十三
　　　
藤島武二殿
　　　
下谷区下谷西町三番地
　　
天草神來
明治三十六年九月五日付葉書
（縦十四・〇㎝、横八・九㎝）
（裏）（表）
417.indb   181 16/01/02   8:11
美
　
術
　
研
　
究
　　
四
　
一
　
七
　
号
182
一〇四
明治三十六年九月七日付封書
（縦十七・二㎝、横二十七・八㎝）
桂一郎様
　　　　
武二拝
愈々御健勝奉賀候扨小生友人より別紙之通申参候處招待券受附未定ニ候ハヾ同人を御使ひ有之候てハ如何最も小生ハ直接ニハ其人を不存候得共岡倉氏時代ニ展覧会事務員として屢々学校抔ニて見受け候人ニて真面目なつら付ハ多分大兄の御記臆ニも遺り居候事かと存候黒田兄ニも鳥渡御話申置候間可御相談被下候右紹介まで
　
匆々
　　　　　　　　
九月七日
　　
麹町区平河町六丁目十四番地
　　
黒田清輝様
　　　 　　
親展
　　
緘
　
麻布区狸穴町二十八
　　　　
久米桂一郎
封筒（縦二十一・一㎝、横八・五㎝）（表）（裏）
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明治三十六年九月七日付封書
（縦十七・〇㎝、横六十九・〇㎝）
今藤島から別紙之通いつて來たが展覧会受附の雇入方ハオレにハ何の當てもない総
〝〝
て手前
の方に人があるといふ事だからそれでよかろうと思つて居る丈である其方の都合次第で返事をして貰ひたい確かな人物 さへ れば誰れでもイヽの あるから藤島へハ手前から返答をしてくれ又切符賣りの方ハ別ニ適當な人がなけれバ山本の弟でもよかろうではないか
永い間商
家に居たものだから切符代の勘定なん 出來ない事ハあるまいといふ話だ是も序ニ確定す 様にして貰ひたい昨日小原が來て展覧会の画
　
こうして出版されたのが当時としては豪華な三冊組の『白馬會新作
集』
（精華書院）
であった。編集人は小原大衛、と吉岡芳陵の識語に
書かれているが奥付には小原の名前はない。　
最後に書いてある「シヨオ・ド・ピツス」は
chaude-pisse （淋病）
のことであろうか。　
なお、 この手紙から藤島の住所が「本郷西片町十番地」ではなく「本
郷区駒込曙町十三」となっている。　
天草は後に朝鮮で活動し、一九〇二年には徳寿宮室内壁画を制作、
また一九一三年にも徳寿宮壁画制作に従事している
）（
（
。
（
（）　『
東京芸術大学百年史
　
東京美術学校篇
　
第二巻』一一八一二〇
頁。
（
（）井内佳津恵編
「本展関連年表」 『日韓近代美術家のまなざし
 『朝
鮮
』で描く』 （資料編増補改訂版） 、神奈川県立近代美術館ほか、二
〇一五年、三四八三四九頁。
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集を引受けるといふ相談をした会でやつた處が金 手間の損になる斗 あるのハ昨年ので分つて居るから引受けさせた方がよかろうと思つて其通りニ 様ニいつて置いた就てハ十日十一日両日間ニ写真をとりたいといふ事だ其撰擇ハ大体ハオレが担任しよふといつて置いたいづれ右両日間ニハ手前も上野ニ出懸ける事があるだろうから其時ニ相談するつもりで居る一週間程前からオレハいよ〳〵シヨオ・ド・ピツスになり大ニ閉口して居る体を動かすのが悪いといふから可成内ニ引込んでいる当分之内ハだめだ　　
九月七日
　　　　
圭ゟ
　　
黒へ
△
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（（．藤島武二黒田清輝宛書簡
（明治三十八年八月十八日）
　
この年の白馬会は創立十年を記念するもので新作展示と過去の作品を展示する
「紀念画展示」との両方があり、当然藤島も力作を考えていたことであろう。八月十八日の時点でようやく着彩に入ったということで出品が間に合うかを気にして送った手紙であろう
）（
（
。会期の延長を願っているところからも、この時点でもう会期途
中からの出品を念頭に置いていたのかもしれない。　
相変わらず天平美人の画題であると述べているのは《天平の面影》
（七回白馬会展、
一九〇二年）
、 《諧音》
（八回白馬会展、一九〇三年）
を受けてのことであろう。 「四尺
四方くらいのもの」という正方形 近 画面は、前年の白馬会展に出品した《蝶》などの作品と類似するが、はるかに大きい。一九〇五年の『絵画叢誌』は、藤島の画室を訪れた記者が「天平式の肩衣」を付けた「洗髪 美人」に迎えられ、それが今度の白馬会 出 画のモデルであり、描きか の 美人立琴を持して夕陽湖畔に立つて豊機雲 見て物思ふ様」 「大なる油画」を見 ことを伝えている
）（
（
。しかし
出品目録からは藤島の新作画は確認できず、結局仕上がらなかっ 、あ いは目録の印刷に間に合わなかったのであろう。展覧会評からは、 紀念画」として出品された《天平の面影》以外 を出品した様子 がえな　「小生のアトリエハ青天井」と述べている通り、藤島はまだ充分なアトリエを持っておらず、大作は戸外で制作していたよう る。そ ため天候に左右され、 「縁日商人」と同じであると嘆い みせている。おそらく藤島に ってアトリエを持つことは悲願であり、このこ は後に留学後教授になってアトリエを新築することに関する書簡の内容 関連する。　また輸入に頼っていた絵の具が不足するという困難にも襲われたが、親類がパリ
で買ってきてくれたことで救われたとしている。藤島はこ 後九月二十日に文部省留学生とし の派遣を命じられ、十一月十八日にパリに向けて出発した
）（
（
。
　
なお、 一つ前の天草神來から藤島宛 葉書の住所は本郷区駒込曙町十三であるが、
ここでは藤島は曙町十四と記しているが 後に画室を建て からの住所は、十三住宅、十五が画室となってい 。（
（）　
この書簡も田中善明氏が『藤島武二・岡田三郎助展』図録、そごう美術館、三重
其後不得貴意候處どこへも御出掛け無之候哉奉伺候小生ハ例ニ依て例之通。展覧会の出品畫□
〝
も
本日より漸く色を付け始め候始末。是迠ハ夏期籠城費製造ニ追ハれ案外手遲れニ相成候。画柄ハ
明治三十八年八月十八日付封書
（縦十八・二㎝、横一八五・〇㎝）
△
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県立美術館、ひろしま美術館、二〇一一年、一五四頁において影印と翻刻を紹介している。またこれを受けて、藤島の描いた「天平美人」の主題について、拙稿「藤島武二研究拾遺
「天平時代」 および 「東洋」 の表現について」 『近代画説』 二十号、
二〇一一年、四十四 五十五頁のなかで述べた。ここでは一部その内容を繰り返す。
（
（）　『絵画叢誌』二十一号、一九〇五年九月十五日、六

七頁。これについては、堀
元彰「試論・明治三十年代の洋画と日本画 武二《天平の面影》をめぐって」九十一頁、に言及されている。
（
（）　『東京芸術大学百年史
　
東京美術学校篇
　
第二巻』三一七頁。
不相変天平美人四尺四方位のものニ候従來只の一枚も畫を仕上げた事がないので此度ハ日数も迫まり居候事ながら一生懸命勉強して出來る丈成就さして見たいと思います
　　
處で開
會期日も廿日頃までハ是非延引○せ
〝〝〝
しめんこと
　　　
○させ度きものニ御座候
を〝〝〝〝〝〝〝〝
偏ニ希望致居候
△
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他の連中も多分同感のもの少からざることと信じ候間何卒大兄ニも其意御汲取御賛成御盡力之程伏して奉願候小生のアトリエハ青天
　　
井で光線ハ至極結構ですが縁日商人と運命を共ニするのハ情なき次第御憫察可被下候繪の具の欠乏で本年ハ
遂ニだめかと落膽致居候際親類の者の意外なる巴里土産で助かつたハ天祐。併は此頃の天気ハ甚だ不天祐ニ御座候兄ニ教を受くること茲ニ十年境遇ハ依然たる十年前候得共今猶繪事従ふを得ること單ニ兄の賜と信じ追懐感銘之至ニ御座候
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麹町區平川町六丁目　　
十四番地
　　
黒田清輝様
　　　
親折
　　
駒込曙町十四、
　
〆
　　
藤島武二
　　
八月十八日
封筒（縦二十一・二㎝、横八・八㎝）（表）（裏）
孰れ其内兄の枉駕を請ひ御批正を可仰候
　　　
匆々
　
丗八年
　
八月十 日
　
武二拝
　
清輝先醒
△
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一一一
御見送　
御禮
　　　　　
（自画像の似顔絵）
十一月廿二日着　　　
廿四日出帆於上海
　
藤島武二
大日本東京麹町区　
平川町六丁目
　
黒田清輝様
　
久米桂一郎様
明治三十八年十一月二十四日付葉書
（縦十四・二㎝、横九・〇㎝）
（裏）（表）
（（．藤島武二黒田清輝、久米桂一郎宛葉書
（明治三十八年十一月二十四日）
久米美術
　　
館蔵
藤島は十一月十八日にパリに向けて出発しており、この葉書から上海には二十二日に着いて二十四日に出帆したことがわかる。黒田、久米に送ったこの水彩による自画像を付した礼状には晴れ晴れとした気分がみなぎっている。二つ折りにした跡があるので、黒田に届いた後 黒田が手紙に同封して久米に転送したのかもしれない。
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（（．藤島武二黒田清輝宛書簡
（明治四十三年一月十六日）
　
日本郵船会社、熱 丸の便船で書かれている．藤島はフランスに二年、イタリア
に二年の留学を命じられたが、一九〇九年十一月十九日付けで当時パリにいた有島生馬が志賀直哉に宛てた葉書の中で有島は「此 四日に藤島先生がローマから到着せられたので毎日一緒に居る
　
実に愉快だ」と書き送っており
）（
（
、藤島がローマ滞在
の後に一九〇九年十一月十四日に再びパリに戻ったことがわかる。この手紙では藤島が十二月十一日にマルセイユから熱田丸に乗船したことがわかるため、この間に
尚久米君其他知友諸兄ニ宜敷御鳳声奉願候高堂増々御多祥慶賀不斜奉存候扨小弟事去ル十二月十一日マルセイユ発ノ熱田丸ニ便乘ポルトサイド、スエズ、コロンボ、シンガポール、香港等へ寄港ノ上
　
海上至極平穩ニテ
豫定ヨリ三日早ク無 当港ニ到着仕候是ヨリ当所へハ二日門司ニ一日停泊ノ上廿一日頃神戶着其ヨリ
車ニテ東京着ハ多分
廿二日頃ニ相成ル可キ豫定ニ御
〝〝〝
座候有之近日
久シ振リニテ拝眉ヲ得ルコト折角相楽ミ居候
　
先ハ不取敢右御通知マデ匆々敬具
同船中寺尾博士アリ 大兄ノ噂ナド出デ申候
　　　　　　
一月十六日
　
清輝兄
　
長崎港熱田丸
　 　　　　　　　　　　　　
武二
明治四十三年一月十六日付封書
（縦二十五・二㎝、横二十・一㎝）
藤島はパリに滞在していたとみられる。　
この手紙で藤島は、おそらく二十二日頃に東京に着くと書き送っているが、東京
美術学校の記録では一月二十六日に帰朝となっている
）（
（
。
（
（）　『志賀直哉全集別巻
　
志賀直哉宛書簡』岩波書店、一九七四年、三二八頁。
（
（）　『東京芸術大学百年史
　
東京美術学校篇
　
第二巻』四六一頁。
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一一三
東京
　
麹町
　
平河町六丁目十四、
黒田清輝様　　
平信
（記載無し）
封筒（縦十・八㎝、横十三・六㎝）（表）
（裏）
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（（．藤島武二黒田清輝宛書簡
（明治四十三年五月十四日）
　
留学を終えた藤島は、五月十三日付で教授に昇任し、高等官七等十一級俸に叙せ
られた
）（
（
。この手紙はその報告とお礼を述べたもの。少し以前から病で家で静養して
いたが、ようやく外出できるようになった様子がわかる。（
（）『
東京芸術大学百年史東京美術学校篇第二巻』 、四六五頁。また国立公文書
館「東京美術学校助教授藤島武二外一名任官ノ件○東京美術学校助教授藤島武二同校教授ニ任官、長崎県技師岩田雅正島根県技師ニ任官」 （本館
-（A
-0（（-00 ・任Ｂ
00（（（（00 ）に内閣からの任命文書が存在する。
拝啓其後不得貴意候處大兄ニハ増々御健勝慶賀此事ニ奉存候
降而
小生事病氣も殆んど恢復致昨今醫者の注意ニ依而静養中ニ有之候處両三日内ニハ學校の方へも出勤致す様ニ可相成と存居候扨本日七等十一級俸
明治四十三年五月十四日付封書
（縦十八・〇㎝、横八十一・八㎝）
△
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一一五
任命之辞令を受取申候是迠不
〝
一方ならぬ
大兄の御盡力之程幾重ニも奉銘謝候早速参堂御報告申上度奉存候得共前記之次第ニ而不得其意不取敢御禮旁右御通知迠
　
匆々敬具
　　
五月十四日
　　　
藤島武二
　
清輝雅兄
　　　
研北
麹町区平河町六、十四　
黒田清輝様
　　
仰親披
五月十四日　　
〆
　
藤島武二
駒込曙町十三、
封筒（縦十四・〇㎝、横十・〇㎝）（表）（裏）
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（0．藤島武二黒田清輝宛書簡
（明治四十三年六月二十七日）
　
藤島が画室を建設中、資金不足から学校に留学中の作品の買い取りを依頼する内
容である。すでに内容は口頭で伝えていたようだが、重ねて書面で伝えている。教授に任じられ、新帰朝者としての注目も集めるなか、そうした社会的な立場にふさわしい念願の画室建設に踏み切ったものの、五月に昇任したばかりでは昇給の恩恵もまだ少なかったことであろう。 予想以上の出費に慌てている様子がうかがわれる。　
官費留学中には模写をおこなって学校の参考品とすることになっており、岡田三
郎助、和田英作が制作し 模写や滞欧中の作品について 「生産」または「買入」となっており、一部は留学の義務として学校に納めつつ、ある程度の作品を学校買い入れた様子がわかる
）（
（
。現在の東京芸術大学大学美術館の所蔵品の内、藤島の滞
欧作では「生産」のものはなく、 「明治四十三年六月三十日買入」と記録される藤島 品 、十点あり、そのうち油彩画の完成品は、 《ティヴォリ、ヴィラ・デステの池》 、 《ヨット》 《イタリア婦人像》 、この他 習作二点 ラファエロやピュヴィ・ド・シャヴァンヌ部分模写四点である
）（
（
。
（
（）　「生産」や模写については島津京「東京美術学校と初期のコレクション」 『コレクションの誕生、成長、変容』展、東京芸術大学大学美術館、二〇〇九年、八十一頁、を参照。
（
（）　『東京芸術大学芸術資料館蔵品目録
　
絵画Ⅲ』東京芸術大学資料館編、第一法規
出版株式会社、一九八四年。
拝啓過日御話致置候小生畱學中の成
蹟（ママ）
品実費請
求之件ニ就き甚だ恐縮之至ニ奉存候得共御序の折校長迠御話し被下間敷候哉別紙請求書相添へ単に奉懇願候尚御承知之通り小生事目下普請中ニ而殊之外入費
明治四十三年六月二十七日付封書
（縦十八・〇㎝、横六十七・五㎝）
△
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一一七
有之候儘若暑中休暇前に前記之支給相運び候ハゞ別して難有奉存侯乍恐右可然御盡力之程伏して奉希候　　　　　　　　
敬具
　　
六月廿七日
　　　　　
藤島武二
　
清輝大兄
　　　
研北
麹町区平川町六丁目十四、　
黒田清輝様
　　　
仰親披
　　　
本郷駒込曙町
　　　
十三番地
〆
　　　
藤島武二
　　
六月廿七日
封筒（縦二十二・二㎝、横八・五㎝）（表）（裏）
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（（．藤島武二黒田清輝宛書簡
（明治四十三年七月八日）
　
七月になっても留学中の成績品買い上げの支払いはまだおこなわれず、いよいよ
困っていた様子がうかがわれる。黒田から学校に直接交渉してもらえないのであれば電話で口添えをしてほしいと述べており、この頃すでに黒田の家には電話があったことになる。この年のこの時期の黒田の日記が残っていないために詳細 不明だが、例年夏 は黒田は避暑を兼ねて東京を離れて制作に励むため、藤島は黒田をつかまえることができず困惑しているようである。しかし 前述のよう 、 「明治四十三年六月三十日買入」と記録には残され いるので、おそ くは前の手紙の後に事務手続きは進行しており、間もなく無事に支払 が済んだことであろう。
拝啓愈御清適奉賀候扨過日 願ひ致有之候小生留學中の成蹟品実費請求之件ニ就き大兄ニハ当分學校の方へ御出掛けの御序なかる可く候間甚だ恐縮之至ニ奉存候得共電話ニ依而校長迠豫め御話し置き被下間敷候哉自
〝〝
然
追而小生ゟも校長へ
明治四十三年七月八日付封書
（縦十八・〇㎝、横七十九・三㎝）
△
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黒田清輝、久米桂一郎宛
　
藤島武二書簡
197
一一九
直接談合可致と存居候小生金の入用最も急ニ有之候儘御繁忙ハ万々承知致居候得共目下の境遇上無餘儀大兄の御盡力を仰き度伏して及懇願候　　　　　
敬具
　
七月八日
　 　
武二拝
清輝雅兄　
右小生参堂拝眉之上
　
御願致度存候得共
　
御在宅之時刻不明ニ
　
就き手紙ニ依り候段
　
不悪御了承奉願候
麹町区平川町六丁目　
十四番地
　
黒田清輝様
　　　
仰親披
　　　
至急
　　　
緘
　
七月八日
封筒（縦十六・五㎝、横十一・六㎝）（表）（裏）
△
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（（．藤島武二黒田清輝宛書簡
（明治四十三年八月八日）
　
黒田の弟の逝去を知り、驚きつつ悼む、弔問の手紙である。隈元謙次郎によれば、
「実弟綱祐が、過ぐる八月初旬鹿児島県川内町において水泳中誤って逝去し
た
）（
（
」と
いう。この手紙により、その逝去が八月七日以前であったことが判明する。（
（）　
塩谷純氏のご教示による。隈元謙次郎「黒田清輝後期の業績と作品」 『近代日本
美術の研究』東京国立文化財研究所、一九六四年、三六〇頁。
御令弟御逝去之趣今朝始て承知仕驚愕之至ニ奉存候餘り心外なる御變災高堂御一統樣御哀傷之程奉察何とも 挨拶申上様も無之次第ニ御座候早速御悔ニ拝趨可仕存居 處一両日前ゟ少々腹を損じ遠出差ひかへ居候間乍畧儀不
明治四十三年八月八日付封書
（縦十七・九㎝、横六十・〇㎝）
△
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黒田清輝、久米桂一郎宛
　
藤島武二書簡
199
一二一
取敢右謹而奉表吊意候　　　　　　
敬具
　　
八月八日
　　　 　
武二拝
　
清輝様
麹町区平川町　
六丁目十四、
　
黒田清輝様
　　　
吊詞
　　　
〆
　　　
　　
八月八日
（縦十四・五㎝、横九・五㎝）（表）（裏）
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　〔追而書き〕　尚何時頃御枉駕可被下や豫
〝〝
め御手
　
数之程恐入候得共豫め御通報奉願候
拝啓御約束之美術學校競技規則ハ相探し候得共見當らず候多分先般福原氏へ差出しニ置候分と
〝
ニ混し居か
と存候別封
C
oncours D
’Adm
ission
丈遺り居候右ハ無論御入用無之事 得共申訳までニ遅送仕候　
十二月廿一日
　
匆々
　　
武二拝
麹町区平川町六、　　
十四、
　
黒田清輝様
　　
侍史
明治四十三年十二月二十一日付葉書
（縦十四・〇㎝、横八・九㎝）
（裏）（表）
（（．藤島武二黒田清輝宛葉書
（明治四十三年十二月二十一日）
　
黒田から、フランスの国立美術学校の競技規則について問い合わせがあったもの
の見つからず、かわりに入学試験の規則書を同封して送ります、という内容である。福原は後の手紙にも登場する文部官僚であり、藤島は文部省にもこうした資料を提出していたことがわかる。留学中、 フランスでは藤島は国立美術学校のカロリュス・
デュランのアトリエ生となった。外国人がアトリエ生になるには大使館の紹介状が必要であり、アトリエ担当教授が入学を許可すればよいが、正式に入学するには試験を受けなければならず、その規則は時代とともに変化していた
）（
（
。藤島の頃には、年に二回おこなわれ、人体デッサン、古代彫刻
にもとづくデッサン、解剖学、遠近法、歴史など様々な課題が課せられた。藤島が黒田に送ったのはこの規則書であったが、黒田が参照しようとしたのは、入学後のコンクール規則であった。　
コンクールには様々あり、古くからあるローマ賞や、後に増えた賞金を
競うものなどがあり、いずれも正規学生 なければ応募することができかった。しかしここで黒田が研究しようとしたのは、おそらく、それらはなく、まず学生たち 仮入学生
（
titre tem
poraire ）
として入学した後に正
規学生へと進むために受験するコンクール（試験） ことではなかっただろうか。仮入学した学生は、六ヶ月間この資格で学べるが、年に二度の試験に合格するか、成績優秀であるか、ある はコンクールで受賞するといったことがなければ正規学生になれな った。日本人留学生の多くは短期間のアトリエ生か、あるいはこの仮入学生の資格に留まってい 。ちなみに山下新太郎は、一九〇五年十一月二十五日にコルモ のアトリエ なり、その後一九〇六年四月に入学試験を受け、五月三日に仮入学生の資格を得ている。次いで一九〇七年十月にも試験を受けて十一 八日から再び仮入学生の資格を得たものの正規学生には進んでい いが 正式な学生をめざして んだ点では注目される。（
（）　
エコール・デ・ボザールの規則と日本人留学生については、以下の文章
で述べた。児島薫「フランス国立美術学校に学んだ日本人留学生」 『実践女子大学美學美術史學』十三号、一九九八年、九十九一一二頁。
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三田一丁目　
三十番地
久米桂一郎様謹啓此度の御慶事目出度奉祝賀候
　
扨御披露之
佳宴ニ御招待を辱ふし喜んで参趨拝眉之上御禮申述候
　
敬具
　　　
藤島武二
（文部省第五回美術展覧會出品）
幸ある朝　藤島武二筆
明治四十四年十一月二十四日付葉書
（縦十四・二㎝、横九・三㎝）
（表）
（裏）
（（．
藤島武二久米桂一郎宛葉書
（明治四十四年十一月二十四日）
久米美術館蔵
久米は明治二十九年に中野磯千代と結婚したが、磯千代に先立たれ、小野采と再婚した。この時の披露宴の招待に対する出席の返事である。久米がこの時には三田一丁目三十番地に転居していたことがわか 。
（付記）
　
書簡
（（～
（（は誌面の都合により次号掲載。
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